
（2）2024年（令和6年）12月23日　月曜日

打ち上げられた「Ast rOX」の小型
ロケット＝11月9日、福島県南相馬市

東
日
本
大
震
災
慧
火
地
か
ら
宇
宙
へ
…

二

気
球
で
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

絹
艶
聞
来
年
度
中
の
到
達
目
標

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県
南

相
馬
市
で
、
新
興
企
業
「
A
S
－

r
O
X
（
ア
ス
ト
ロ
エ
ッ
ク
ス
）
」

が
気
球
を
使
っ
て
空
中
か
ら
ロ
ケ

ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。
1
1
月
に
実
施
し
た
地
上

で
の
実
証
実
験
は
成
功
し
、
2
0

2
5
年
度
中
の
宇
宙
空
間
到
達
を

目
指
す
。
住
民
ら
の
期
待
も
大
き

く
、
小
田
翔
武
社
長
（
苔
は
「
地

元
の
人
と
一
緒
に
前
に
進
む
」
と

意
気
込
む
。

小
田
社
長
は
県
外
出
身
で
南
相

馬
市
と
縁
は
な
か
っ
た
が
、
東
側

ロ
ッ
ク
ー
ン
方
式
で
の
ロ
ケ

ッ
ト
打
ち
上
げ
の
イ
メ
ー
ジ

（
A
S
t
r
O
X
提
供
）

が
海
に
面
す
る
な
ど
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
ば
に
適
し
、
付
近
を
飛
行

機
や
船
が
通
る
頻
度
が
少
な
い
同

市
の
特
性
に
着
目
。
復
興
関
連
の

補
助
金
を
含
む
行
政
の
手
厚
い
支

援
体
制
に
も
魅
力
を
感
じ
、
2
2
年

に
同
市
で
創
業
し
た
。

千
葉
工
業
大
（
千
葉
県
習
志
野

市
）
と
共
同
で
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
の

研
究
開
発
に
取
り
組
み
、
打
ち
上

げ
に
は
気
球
に
つ
り
下
げ
た
ロ
ケ

ッ
ト
を
地
上
か
ら
約
2
0
㌔
の
成
層

圏
で
発
射
す
る
「
ロ
ッ
ク
ー
ン
方

式
」
を
採
用
し
た
。
同
社
に
よ
る

と
、
同
方
式
は
打
ち
上
げ
が
天
候

に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
空
気
抵
抗

も
少
な
い
た
め
、
地
上
よ
り
も
少

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
射
で
き
る

な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
大
規
模
な

地
上
設
備
も
不
要
の
た
め
、
コ
ス

ト
も
地
上
に
比
べ
3
分
の
1
J
程
度

に
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

た
だ
、
同
方
式
は
打
ち
上
げ

時
、
つ
り
下
げ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
姿

勢
を
安
定
さ
せ
る
手
法
が
確
立
し

て
い
な
い
。
同
社
は
実
用
化
に
向

け
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
J

A
X
A
）
と
と
も
に
姿
勢
制
御
装

置
の
開
発
を
進
め
る
。
2
5
年
度
に

ロ
ケ
ッ
ト
を
国
際
的
に
宇
宙
と
定

義
さ
れ
る
高
度
1
0
0
㌔
に
到
達

さ
せ
、
2
8
年
度
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
で

小
型
衛
星
を
衛
量
軌
道
に
投
入

し
、
事
業
化
さ
せ
る
目
標
だ
。

日
月
9
上
目
未
明
、
南
相
馬
市
の

海
岸
近
く
の
空
き
地
で
行
わ
れ
た

発
射
実
証
実
験
で
は
、
実
用
化
を

見
据
え
て
製
作
し
た
全
長
6
・
3

㍍
、
重
量
1
6
2
㌔
の
小
型
ロ
ケ

ッ
ト
を
地
上
か
ら
打
ち
上
げ
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
勢
い
よ
く
上
昇
し
、

高
度
約
7
㌔
ま
で
到
達
し
た
後
、

福
島
県
沖
に
着
水
し
成
功
。
小
田

社
長
は
「
多
く
の
方
の
応
援
の
お

か
げ
で
一
歩
進
む
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
南
相
馬
で
開
発

を
続
け
た
い
」
と
喜
ん
だ
。

実
験
の
見
学
場
所
に
は
約
4
0

0
人
が
集
ま
っ
た
。
同
県
二
本
松

市
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
男
性
は

「
音
や
煙
な
ど
に
迫
力
が
あ
っ
て

興
奮
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

地
域
全
体
で
宇
宙
開
発
が
盛
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。
宮
城
告
元
町
か
ら
親
子

で
訪
れ
た
団
体
職
員
の
佐
藤
作

智
栄
さ
ん
（
む
は
「
津
波
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
の
は
山
元
町

も
同
じ
。
被
災
地
で
頑
張
る
企

業
は
応
援
し
た
い
」
と
話
し
て
い

た。


